














る｡ しかし､指導相談部門に関 しては,高い専門性が必要 とされるにも関らず､
それを担当する教職貞 (留学生 アドバイザー､留学生課職員等)の養成が十分
である とは言い難い状況にある｡
1983年に ｢留学生10万人受け入れ計画｣が発表 されてか ら現在まで､奨学金








































交流 に携わるあ らゆる分野の関係者が会貞となっている点であろう｡ つまり､
NAFSA年次総会に参加することで､その気になれば､ひとつの問題 について､





















協定校 を訪問し､クラス見学､スタッフとの意見交換等 を行った｡ そうした訪












よる援助体制に､ どのように具現化されているか､なるべ く多 く具体









1-3 研修日程 :5月23日 (土)-5月30日 (土)
5月23日 (土)




































































レクチャー - 問題提起 - グループ ･全体討論 - 解決策案 ･新規
活動提案 - 情報交換 - グループワーク - 全体報告･討論
この中で､新 しいアイデアを実際に実行に移 し､現実化 していくための具体
的な方法 ･手段 について､同じ興味 ･目的を持つもの同士がグループで討議す
る機会を得ることができた｡参加者はそれぞれ現場に戻った後で実行可能な解
決策や新 しい活動を始めるための方策と､中にはその具体的な手順 までも携 え











































(1) まず､所属機関における現状 と問題点 を客観的に把撞 したうえで､
現在取 り組んでいる留学生と日本人学生､各学部の教職月､学外支
援機関 ･団体等 とのネッ トワーク作 りを推進してい く際に､研修で
得た経験と情報を役立てたい｡
(2)現在 日本語教育 と指導相談 を兼任 しているが､業務内容が多岐に




係 を保 ちなが ら､地域の諸機関 ･ボランテ ィアグループとの連携 を










寄与 している｡ 年次総会には毎年1500名近い参加者があ り､100以上のセッシ
ョン ･ワークシ ョップのほか､ブース展示会場での公報活動などが行われる｡



























のことは留学生の地域参加 の可能性の大きさを示 している と考えられる｡また､


































































166 外国人留学生問研 究会 (JAFSA)海外研修プログラム参加報告
11月26日 (木)
Vaxjo 07:00発､バスでStockholmへ - 14:30 Stockholm着








翌 11月29日 (日)関空着 帰国
2-4 研倖内容と今後の展望
2-4-1 EAIE年次捲会 :ワークショップ及びセッシ ョン





















ィ関係専門の部会 を持たない｡ ここには､市民生活の保障を政府 によらず住
民自身の手で という自主独立の精神が基本にあり､NCO･NPOの活動が活発
に行 われているアメリカと､ ここ約30年の間に政府による社会福祉政策が行
き届 き､アメリカでは多 くボランテ ィアに拠 っている部分 もすべて制度化さ
れ有給の専門職月がそれに当たっている北欧諸国 との違いが現れている と考
えられる｡
参加 したワークシ ョップ ･セッションのなかで､ このコン トラス トが最 も
はっ きり見られたのは､SAFSAのセ ッシ ョンでの､アメリカからの発表者に
よる ｢ServiceLeaming｣のプレゼンテーションにおいてであった｡ボランティ
ア活動を一つの教育方法として取 り入れ､ しか もそれを国際教育交流のマー
ケッ トに乗せた極めてアメ リカらしいや り方 に対 して､迎えた参加者からの
反応は極めて冷ややかなものであった.北欧で も是非 ｢ServiceLeaming｣ を取
り入れるべ きであるとい う態度のアメリカの発表者に対 して､スウェーデ ン､
ノルウェーなどか らの参加者からは､｢自分たちの国はアメリカが抱 えている
ような間葛を持たない｡｣｢やり方が違うだけだ｡自分たちはボランティア活
動に拠るのではな く､税金 を支払 うことによって同 じことを行っている｡｣ と
いう意見も出された｡NAFSA総会でも ｢ServiceLeaming｣に関するセ ッシ ョ
ンに参加 したのだが､｢ServiceLeaming｣と筆者が長崎大学で進めている留学
生によるボランテ ィア活動 との共通性を兄いだし､それに関するヨーロッパ
の現状を知 りたい と思 っていたので､その時の北欧側の反応 に少なか らず失
望を覚 えた｡
総会後､vaxjoUmiversityを訪問｡ 社会福祉学科の教官との面談､病院見学Oス
トックホルムに戻 って､ス トックホルム大学の障害 を持つ学生の担当者との
面談｡公共交通機関を使 って市内､公共施設見学｡
ノーマライゼーシ ョンの理論が具体的な制度とな り､福祉 ･教育の分野 に､







Intematioialisationathome!｣ を新たに専門部会 (Professionalsection)の一つ と
して申請 しようとしている｡ この部会が成立すれ ば､EAIEにNAFSAの
COMSECとは違ったコミュニティ関係の部会が誕生することになる｡ 新都会
設立メンバーの名簿に名前 を記入し､今後連絡を取 り合 うことを約束した｡
LICOM (Languagesf♭rlnterculturalCo… unicationandMobility)のミーティン






















長崎大学留学生センター紀要 第7号 1999年 169








上記 のポ リシーは障害 を持つ人にだけではな く､スウェーデンに住 む全て
の市民 にあてはめ られる｡
例えば､ス トックホルム市立図書館 の児童図書重 にはスウェーデン語で書





ス トックホルム大学の障害 を持つ学生の コーディネー ターは､スウェーデ
ンでは最近経済状況が低迷 しており､予算の関係か ら､ボランテ ィアの導入
を考 えなければな らな くなっているが､これは以前の状況への逆戻 りである
と話 していた｡ これからスウェーデンの社会にボランテ ィアがどのように導
入されていくのか､今後 も連絡を取 り続けてい くつもりである｡
以上､短期間で はあったが大 きな収穫 を得 ることができた｡ この経験 を今後
次の3点に生か して行きたいと考える｡
(1)EAIE参加と大学や公共文化福祉施設視察で､ス ウェーデンの社会
福祉政策に関す る知識 と､スウェーデ ンの大学での学生生活全般 に渡
るスウェーデン入学生と留学生 (障害を持つ学生 も含 む) との統合の
状況 とを知 ることがで きた｡これ らを長崎大学学内および地域社会で､
分離ではな く統合に よる真の地域共生 を進めていく上で応用で きれば
と考える｡








今回､学内措置 としては ｢海外研修｣ という形で､NAFSA年次総会および






セッシ ョン内容 について､具体的にどんな可能性があるかについても話 し合う














サポー トしてくださったJAFSA関係者の皆 さまにも深 く感謝の意 を表したい｡
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